
株式会社新出光(本社:福岡市博多区上呉服町 代表取締役社長兼グループCEO: 出光泰典)は、
EVスクーターのシェアリングサービス事業『ラクすく』において 、長崎県壱岐市と2026年4月1日付で 「壱岐
市エンゲージメントパートナー協定」を締結いたしました。
当社は本協定を通じて、EVスクーターのシェアリングサービス『ラクすく』を活用し、壱岐市における二次交通
課題の解決および持続可能な観光環境の実現に貢献してまいります。

協定締結の背景と目的

2026年4月9日
株式会社新出光

EVスクーターのシェアリングサービス『ラクすく』

長崎県壱岐市と「壱岐市エンゲージメントパートナー協定」締結
「ラクすく」で、島の二次交通課題の解決とSDGsを推進

ニュースリリース

『ラクすく』は、2025年9月から11月にかけて壱岐市内で観光客をメインとした実証実験を実施いたしまし
た 。この結果を踏まえ、2026年度以降も実証を継続し、壱岐市での事業活動をより円滑に進めるため、
本協定を通じて市と強固なタッグを組みます 。
壱岐市が抱える「島内の観光客や地域住民の移動課題」「二次交通不足」などの解決に向け、環境負
荷の少ないEVスクーターを活用することで、壱岐市の豊かな自然を守りながら、より自由で快適な移動手段
を提供し、地域活性化とSDGsの達成に寄与することを目指します 。

「芦辺港ターミナルビル」のラクすくポート壱岐市での締結式の様子
写真左：壱岐市篠原一生市長、右：新出光出光泰典社長

壱岐市からのコメント

壱岐市は、2050年人口２万人の維持を目標に掲げ、みんなが“幸せを実感”できる壱岐を創るために、
「一緒に前へ、壱岐新時代へ。」を合言葉に、対話と共創により挑戦してまいります。
壱岐島の中には、約1,100kmの道路が網目状に張り巡らされており、車社会という状況の中で、路線バ
ス等の公共交通だけでは、移動の自由度が低い状況にあります。また、観光目線では、都会ではあまり車を
使わないので、レンタカーはハードルが高いなど、移動手段が観光のボトルネックにもなっています。
今回の取り組みは、そのような二次交通課題の解決にもつながるものと考えており、壱岐新時代プロジェク
トの推進においても、移動の柔軟性、利便性が向上することで、新たな人の流れや交流を生む重要なインフ
ラになるものと期待しております。
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ニュースリリース

当リリースに関するお問合せ先
株式会社新出光 経営企画部 事業開発課 ラクすくチーム 山口 電話：092-291-4137

株式会社新出光 広報担当 久良木・笠茂 電話：092-291-4134
イデックスグループHP https://www.idex.co.jp/

壱岐市での展開内容

「EVスクーターのシェアリングサービス事業『ラクすく』」について

環境負荷低減を目指すEVスクーターを１分単位で利用でき、専用ポートでの乗り捨てが可能な、新し
いモビリティシェアリングサービスです。
現在、福岡市内で車両490 台、ポート174箇所で運営を行っておりますが、今回の壱岐市との連携をモ
デルケースとし、将来的には多くの観光地や交通課題地域でのサービス展開を目指しています。

「ラクすく」サービスサイト：https://idex-rakusuku.jp/

実施期間 2026年4月1日(水)～2027年3月31日(水)

ポート（2か所） 芦辺港ターミナルビル、郷ノ浦港ターミナルビル

車両台数 ５台

運営時間 24時間

バッテリー交換スポット
(4か所)

壱岐イルカパーク＆リゾート、おさるのかご屋、
芦部ターミナルビル、クロスポート武生水

「郷ノ浦港ターミナルビル」のラクすくポート

壱岐市においては、2026年4月〜2027年3月の期間、港を起点とした二次交通の整備を目的に、以下
の取り組みを実施してまいります。

・芦辺港ターミナルビル、郷ノ浦港ターミナルビルの2か所にポートを設置
・EVスクーター5台によるシェアリングサービスの展開
・24時間利用可能なサービスの提供
・観光地や施設と連携したバッテリー交換スポット（4か所）の設置
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